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シンポジウムの趣旨シンポジウムの趣旨

本シンポジウムでは，基礎水理に関わるテーマを毎年二つ選
び，これに関する講演と中身の濃い議論を行い，該当するテー
マに関する本質的な部分についての理解を深めるとともに，未
だ残されている研究テーマや問題点について再確認することを
目指しています．

若手研究者や大学院生の参加を歓迎し，次代を担う人たちに
各テーマに関わる研究のおもしろさや現状あるいは今後に向
けての展望などを伝えていくことも目的のひとつとしています．

シンポジウムの運営は基礎水理部会で行いますが，部会のメ
ンバー以外の多くの方々の参加を求めています．



講演会資料の配付は原則として致しません．ただし，講演に
使った文書をPDFファイルに変換したものを後日，基礎水理部
会のホームページ上に掲載する予定です．

特別講演を除いたすべての講演においては，議論に重きをおく
目的から，講演途中においても質問を受け付けることにしてい
ます．ただし，無制限に時間があるわけではありませんので，
この点をご理解の上，座長の指示に従って下さい．





開水路における乱流研究と開水路における乱流研究と
その実河川への応用その実河川への応用

テーマ１の概要

開水路流れの乱流構造に関する研究開水路流れの乱流構造に関する研究は，管路流れにおけるもは，管路流れにおけるも
のと同様に長い歴史をもちます．学術的には多くの困難を乗り越のと同様に長い歴史をもちます．学術的には多くの困難を乗り越
え発展を遂げてきた反面，近年になるまでこの成果が陽な形で実え発展を遂げてきた反面，近年になるまでこの成果が陽な形で実
河川の問題に適用あるいは応用されることはなかったように思い河川の問題に適用あるいは応用されることはなかったように思い
ます．しかし，ます．しかし，近年，河川環境上大きな貢献近年，河川環境上大きな貢献がなされつつあります．がなされつつあります．
本日は，乱流研究の現状にふれるとともに，あわせてこれがいか本日は，乱流研究の現状にふれるとともに，あわせてこれがいか
に有用な情報を与えてくれるか，ということにも注目して話をお聞に有用な情報を与えてくれるか，ということにも注目して話をお聞
きするいい機会になるものと考えております．きするいい機会になるものと考えております．



テーマ2の概要

河床変動予測とこれを支える流砂モデル河床変動予測とこれを支える流砂モデル

河床変動予測に関する研究は，流砂研究の進展と数値解析技河床変動予測に関する研究は，流砂研究の進展と数値解析技
術の向上とを裏付けとして，近年めざましい発展を遂げてきました．術の向上とを裏付けとして，近年めざましい発展を遂げてきました．
現在では，比較的容易に予測計算を試みることを可能としてくれ現在では，比較的容易に予測計算を試みることを可能としてくれ
るソフトウエアの公開もなされているほか，解析手法のさらなる高るソフトウエアの公開もなされているほか，解析手法のさらなる高
度化が進んでいると言えます．本日はこのような現状についての度化が進んでいると言えます．本日はこのような現状についての
講演をいただきます．そもそもこの河床変動予測とは，「流れ場の講演をいただきます．そもそもこの河床変動予測とは，「流れ場の
解析」と「土砂移動に伴う地形変動の解析」とからなります．前者解析」と「土砂移動に伴う地形変動の解析」とからなります．前者
に関しては，かなりの精度を有する手法の開発が成し遂げられつに関しては，かなりの精度を有する手法の開発が成し遂げられつ
つありますが，その一方で，後者の流砂モデルに関してはまだまつありますが，その一方で，後者の流砂モデルに関してはまだま
だ多くの未解明の問題が取り残されています．そこで，こうした問だ多くの未解明の問題が取り残されています．そこで，こうした問
題点などについてもあわせて議論することができればと考えてい題点などについてもあわせて議論することができればと考えてい
ます．ます．
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